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いつもNurse for Nurseをご�援いただき
ありがとうございます。

年間�告書 2023-2024（�3期）

⽉⽇の流れは�いもので、Nurse for Nurse（NfN）はお��で3周年を�えました。�⽇に
�るまで、��お⼀�おひとりのお⼒�えとご�援に�より��を申し上げます。

3期⽬のNfNはテルモ⽣�科���財団助成事業に採択いただき、「��・看��への看�⼩�
模���型�宅��での看�り��事業」に�り�み�めました。8⽉には�国から�まった4
�の看��の�に株式��ラピオン代�の柴⽥三奈��のご協⼒を得て、ラピオンナーシング
ホーム（看��）への⾒�プログラムを��することができました。12⽉には��ウェビナー
を予�しています。

そして、6⽉より������利活動��みかんぐみ�が中央共同募金��の助成事業に採択
されたのを受け、��2年間の事業を発�させた形として「在宅�援看��を�やす事業」を
再び業���されました。11⽉には東�都（杉並�）にて�地開�の�流イベントを��し、
来年2⽉には「暮らし」⾒�プログラムを予�しています。また、これまでの2年間の活動をま
とめた動�「�療的ケア児・重�����児の⽣活と看��の�わり」を作成し、�国の看�
�⼤�の⼩児看��の先⽣�を中�にご�内いたしました。

また、現在、NfNではメヂカルフレンド��の��『看���』の��「看�のリーダーシッ
プ『看�エキスパート』の��から�ぶ」へ��協⼒をしておりますが、その��にちなんだ
ウェビナーも2025年1⽉に開�いたします。看��だけでなく、看��⽣にもご��いただ
き、これから�々必�とされている「看�のリーダーシップ」について共に�える時間にした
いと�えます。��のご��をお待ちしています。

NfNでは看��のキャリア開発�援において看��の活�を��に発�することにも⼤切と�
え、�々な��を�して活動について発�しておりますが、��告書を�してもその⼀�をご
��させていただきます。

NfNは看��のキャリア開発�援を�して�々な���題�決を⽬指しております。��と
Connect and Discover（つながりと発⾒）というコンセプトを⼤切に、これからも活動し
て�りたいと願っておりますので、�き�きあたたかいご�援を賜れましたら�いです。

��ともNfNを何�よろしくお願い申し上げます。
2024年11⽉
⾨元��（代�理事）
⼆⽥�彩（理事）
川���（理事）

https://www.nursefornurse.org/terumo23
https://www.nursefornurse.org/terumo23
https://www.nursefornurse.org/post/091824
https://www.nursefornurse.org/terumo23#webinar
https://youtu.be/PZiCu5P1gGM?si=GwDDa7SuUQlmX8ro
https://www.nursefornurse.org/kangotenbou24
https://www.nursefornurse.org/kangotenbou24


�員の⽣活∕活動�点

国内 ��

東北・�東・中�・�国・��・�州 ヨーロッパ・アフリカ・
アメリカ

年��
30-40代を中�に、20代〜70代のご��あり

男女�
1：4

��領域
看��理・政策・国�看�・�業保�・保�⾏政・精�保�・がん看�・��保�・
⽼年看�・在宅看�・災�看�・��保�・看���・�性期ケア・⼩児看�・��

�⽣・地域看�など

賛助�員（個�）

４

⽬でみるNfN*
NfNでは�野��的に地域や�代を超えて、看��同⼠がキャリア開発において助け�える持
�可�なシステム構築を⽬指しています。国内�からたくさんの�にNfNの活動にご賛同いた
だき、�員��していただいています。

�員データベースやキャリア相�サービスがより��したものとなるよう、��も�くの看�
�の�に�員��いただけるよう活動して�ります。
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Facebook
（2022年1⽉31⽇開�）

187 いいね�
 300フォロワー

X
（2022年4⽉26⽇開�）

217 フォロワー
@NurseforNurse

*情�は2024年9⽉24⽇現在
**NfNの「看��」の�義は⽇�国の保�師・助�師・看�師��保有者です。当��の�員は「看��」であることを�件としてお
りますが、��の看����を保有する�など、当��が別に�めた者を�員として�めることがあります。

インスタグラム
（2023年11⽉14⽇開�）

124 フォロワー
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https://web.facebook.com/nursefornurse.org/
https://web.facebook.com/nursefornurse.org/
https://x.com/NurseforNurse
https://www.instagram.com/nfn_nursefornurse/


キャリア相�事業
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2022年9⽉にキャリア相�事業を開�して�来、NfNでは�17�の看�エキスパートをお�え
しました。キャリア相�は看�エキスパートの�々をはじめ、�員同⼠でも��していただく
ことができます。�員データベースより��のこれまでのキャリアの�みや現在の�り�みを
ご�いただき、お申�みしていただけます。

看�エキスパートの��

年間�告書 2023-2024（�3期）

https://www.nursefornurse.org/consultation-service
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NfNでは下�の看����に���事を掲�していただきました。
メディカ���「メディカ LIBRARY」、NfN��「看�とキャリアと���題~��つながる
Nurse for Nurse」�事掲� #004「地域で�どもたちの暮らしを�える看��のキャリア開
発�援」
地域保��11⽉�WEB�、NfN理事の⼆⽥�へのインタビュー�事「看��の活�の場は�
�されない。ニーズのあるところに�び�み�題に向き�おう」（「ピープル」コーナー）掲�
メヂカルフレンド��『看���』12⽉�、「���題�決に向けて�しい働き�を�る挑戦
者たち」
メヂカルフレンド��『看���』2⽉�、「�療的ケア児・重�児等の当事者ご��と看�
�の�流�〜お�いの声を�いてみよう〜」���告掲�
��書��『�問看�と��』3⽉−4⽉�（Vol.29 No.2）「�療的ケア児・重�児等の当事
者ご��と看��の�流�〜お�いの声を�いてみよう〜」���告掲�
メディカ���「メディカ LIBRARY」、NfN��「看�とキャリアと���題~��つながる
Nurse for Nurse」�事掲� #005「看��でのキャリアを�える〜在宅看�り��事業〜」
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メディア掲�
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https://ml.medica.co.jp/series/NfN
https://ml.medica.co.jp/series/NfN
https://ml.medica.co.jp/series/NfN/1806/?fbclid=IwAR2WrvoOjginL0yTxFNW6zPGxWa60ls6g-YUGIF12PQIOmtifBPcd1wnUvo
https://ml.medica.co.jp/series/NfN/1806/?fbclid=IwAR2WrvoOjginL0yTxFNW6zPGxWa60ls6g-YUGIF12PQIOmtifBPcd1wnUvo
https://www.chiikihoken.net/network/people-202311?fbclid=IwAR0d7PHrymWeINRaS_Tb-pIQjYp6SsXR-HrPECGqTFTc0SVFV4cylbxICfY
https://www.nursefornurse.org/post/121223
https://www.nursefornurse.org/post/020224
https://webview.isho.jp/journal/detail/pdf/10.11477/mf.1688202084
https://ml.medica.co.jp/series/NfN
https://ml.medica.co.jp/series/NfN
https://ml.medica.co.jp/series/NfN/2166/


『看���』× NfNコラボ��
NfNではメヂカルフレンド��の『看���』2023年�����「�しい看��の働き�を�る
挑戦者たち」に�いて、2024年は「看�のリーダーシップ『看�エキスパート』の��から�
ぶ」へ��協⼒しています。
 
��、�々な看�の現場（��、�問看�、看�����、その他）でリーダーシップ を発揮し
ながら���題�決に向け挑戦している NfN の「看�エキスパート」に�点をあて、看�のリ
ーダーシップとは何か、発揮するために�がけていること、 ��の��など、これまでのキャリ
アの��を�えてご��いただいています。 
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2025年1⽉19⽇、���にちなん
だ���念イベント（ウェビナ
ー）を開�いたします。

��ご�筆者であるゲストの��
のキャリアやリーダーシップにつ
いてのご発�をもとに、⼀�に
「看�のリーダーシップ」につい
てみませんか�

ウェビナー�はゲストの�々とお
�ができる��も�ける予�で
す。

看��、看��⽣であればどなた
でもご��いただける��となっ
ています。

＜��について＞ ＜お申�み＞
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https://www.nursefornurse.org/kangotenbou23
https://www.medical-friend.co.jp/
https://www.nursefornurse.org/kangotenbou23
https://www.nursefornurse.org/kangotenbou23
https://www.nursefornurse.org/kangotenbou24
https://www.nursefornurse.org/kangotenbou24
https://www.nursefornurse.org/consultation-service
https://www.nursefornurse.org/kangotenbou24
https://forms.gle/NvPQ1TWfDPsvAZEu8


NfNでは看��⽣さんに看��の活�の幅の�さについてお�する��をいただきました。

2023年10⽉��都�⼤�看���の4年⽣を��とし
た「看���論II」という授業に��いたしました。

�授業のテーマは「20年先、時代予測と�められる看
�を踏まえ、看�の働き�をイノベーションする」で
あったため、NfNでは「10年20年先の看�の未来を�
える」と題してお�をさせていただきました。

�義

��発�・�義活動
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2024年6⽉�⼤⼿前⼤�国�看���2年⽣へ「看��
としてのキャリア形成」と題した�義をさせていただ
きました。

ご�頼時にいただいた「国を超え�題�決のために⾏
動を�こす」というテーマで代�理事の⾨元および理
事の⼆⽥�がこれまでの��での活動などについてお
�いたしました。�義�のグループワーク等を�して
�たち⾃�も�めて気づかされる点も�くあり、とて
も有�義で�しい時間を�ごさせていただきました。

NfNでは、活動を�して得られた知⾒等を��発�や�義形式にて��へ発�しています。
2023年12⽉10⽇��43回⽇�看�科�������の�流��「看��⽣⼆⽑作時代へ」に
NfN代�理事の⾨元と理事の⼆⽥�が��（「看��のキャリア開発�援と���題�決 看
��同⼠がつながり助け�うキャリア開発�援プラットフォーム、キャリアや��への��」）

2024年8⽉24⽇��28回⽇�看��理������の情����において理事の川�が「看�
�のエンド・オブ・ライフケア（End-of-Life care）＆キャリア」と題したインフォメーショ
ン・エクスチェンジに��しました。
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https://www.nursefornurse.org/post/061924
https://www.nursefornurse.org/post/011724
https://www.nursefornurse.org/post/011724
https://www.nursefornurse.org/post/061924
https://www.nursefornurse.org/post/061924
https://www.nursefornurse.org/post/122023
https://www.nursefornurse.org/post/090624


ポッドキャスト
2022年2⽉に開�したポッドキャストNurses Change
the World（�８エピソード）は、�々な看�領域でご
活�されている看��の�々をゲストとしてお招きしま
した。そして、そのお仕事や�り�み内�、�⼒、どの
ような形で��の�題�決に挑戦されているか等を伺っ
て�りました。

��はさらに�くの�員の�々のご活�の��を��さ
せていただけるよう、「NfN�員リレーエッセイ」という
ご�筆の形でお�けいたします。

ポッドキャスト、��のエピソードは⼀��団��国�
開発�構（FASID）の���さんです。

�⽣の�想
「未来の看�について�義をして頂き、10年�、20年�の看��は、�では思いつかないよ
うな場�で看��が働くようになっているかもしれないということが�かった。看��は��
や⾏政で働くべきだと⾃�の�を狭めず、�い�野でキャリアデザインをしていきたいと思っ
た。」
「国を超えて問題�決をするために必�なことについて�えることが�来ました。他国に⾏く
ということは、��⼒がいちばん⼤切だと思っていました。しかし、�回のグループワーク
で、発�⼒、想�⼒、⾃⼰�理�⼒、メンタルなど、�々な�⾒を�くことができ、思�が�
がりました。簡単なことではないということを�めて�じたため、国�的に活動する覚悟を持
って、��する必�があると思いました。」
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NfNへのコメント
「国内�どこにいても看��同⼠が�え�えるシステムを⽬指し�立
したとお�きし、とても�晴らしい活動だなと�じました。看�師同
⼠が助け�うことで看�師としての可�性を�き�していくことへ�
がるのだと�びました。」
働いていると�場ではつながりができるけどその他のつながりはでき
にくいのではないかと�えた。その時、NfNでネットワーク上で看�
師同⼠がつながることができる��が提供されていることは、看��
にとって�野が�がる��となりとても良いのではないかと�じた。」

�エピソードはこちらからお�きください�

看��それぞれの「�界を�える、��を�える」という�気�み、その�⼤な想いを�じ�って
いただき、刺�を受けると共に、その気持ちを�たちと⼀�に�押ししていただければ�いです。

年間�告書 2023-2024（�3期）

https://podcasters.spotify.com/pod/show/nursefornurse
https://podcasters.spotify.com/pod/show/nursefornurse
https://podcasters.spotify.com/pod/show/nursefornurse
https://www.nursefornurse.org/essay
https://podcasters.spotify.com/pod/show/nursefornurse


�流�
「�療的ケア児・重�児等の当事者ご��と看��の�流�〜お�いの声を�いてみよう〜」

2023年11⽉19⽇、「�療的ケア児・重�児等の当事者
ご��と看��の�流�〜お�いの声を�いてみよ
う〜」と題した�流イベントが開�されました。オン
ラインで開�され、�東、��、�州・沖�地�など
�国各地から、たくさんのご��および看��、看�
�⽣にご��いただきました。
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中央共同募金�事業
2023年6⽉〜2024年3⽉まで、NfNでは中央共同募金��の助成金による「�療的ケア児・重�
����児等とその��を�援するための看��を�やす事業」を当事者団体である�����
�利活動��みかんぐみ�より業���を受け��しました。�事業はこの領域に��のかる看
��がご��と�流できるイベントと�査研�にて構成されました。

モデレーターの��女��⼤�⼩児看���授の北�千��からはこの10年で�療的ケア児は�
２�に��しているというデータと共に、「�療的ケア児�びその��に�する�援に�する�
律」の�⾏を受け、�療��度が�くても�どもたちは地域に�って��に⾏く時代を�えてい
るというお�がありました。

�いてご��より、「��の⽣活と看��との�わり」と題したご発�がありました。�問看�
や在宅レスパイトの利⽤状況、��バスの�題などが��され、�どもたちの�援にあたる看�
�がもっと�えることが�まれるとお�されました。また、「知識を持ってケアができる�の�
在は、ハンディを持って⽣まれた�とその��の可�性を�げてくれる」というご��の共有も
ありました。

その�、�問看�ステーションハートフリーやすらぎ�理者の⽥����および⼀��団��
MEPL代�理事の⽊内昌��から、それぞれ看�師としてのキャリアの��とともに看��とし
ての�えが発�されました。

��はみかんぐみ副代�の荻野�から「看��、当事者��、それぞれの�題はあると思うが、
きっと�は打ち破られるのではないか、という�気が�いてきました」という�葉によって�め
くくられました。

�の�半は「保��・⾏政」「�問看�」「��」という��でブレイクアウトルームに�かれ、
�流�を⾏いました。

�イベントはお�いの声を�いて相�理�を�めることを⽬的とした�でしたが、ご��には看
��が何を�えながら看�を��しているのか、看�の��についてご理�いただき、看��に
はご��の思いを�いていただきながら、�どもたちにとってより良い�援につながるためのヒ
ントを得ていただけたように思います。
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https://www.nursefornurse.org/post/120323
https://www.nursefornurse.org/post/120323
https://www.nursefornurse.org/akaihane
https://mikangumi.com/
https://mikangumi.com/


制作�������利活動��みかんぐみ・⼀��団��Nurse for Nurse 
���北�千�（��女��⼤�看���⼩児期看���授・NPO����の未来を�える�理事） 

�員の声

10年間�告書 2022-2023（�2期）

������利活動��みかんぐみとNfNは、重�����児や�療的ケア児の��⽣活を�える看
��が不⾜している���題にともに�り�むため、�査研�を��しました。

その⽬的は、重�����児および�療的ケアを必�とする�ども（�下、�療的ケア児等）のご�
�が�どものケアを�ねる看��へ�く思いと、そのケアを�どもが⽣活する場で�き受ける看�師
が�いている���や看�ケアへのやりがいを�らかにすることです。�果を�して、相�理�を�
め、���題の�決に�どものご��と看��が協働して�り�める��性の構築を⽬指していきた
いと�えています。

�研��果は2024年11⽉に開�されます⽇�在宅看����14回����にて発�予�です。

�査研�
地域で暮らす�療的ケア児等のご��と看��の協働〜��とともに�える地域の看��のキャリア開発〜

2022年度および2023年度に��した事業内�を⽤いて、「�療
的ケア児・重�����児の⽣活と看��の�わり」と題した
動�にまとめました。

NfNでは看��⽣にも�領域について知⾒を�めてもらえるよ
う、2024年6-7⽉にかけ、�動�を�国の看��⼤�の⼩児看
��の�員の�々にご�内しました。

これから看��を⽬指す�、看��、そして当事者ご��など
�くの�々にご�いただき、この領域への��を�めると同時
に相�理�を促�する⼀助になることを願っています。

その他
「�療的ケア児・重�����児の⽣活と看��の�わり」と題した動�
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看�師や周りの�の�わりによって、
�どもたちの発�が促されることが
�体的にイメージできて�晴らしいと
思いました。お��も可愛らしくて、
いきいきと⽣活している��がよくわ

かりました。

看�を�ぶ��年で
も理�できるようわ
かりやすく作成さ
れ、�⽣への��も
�まるように�じま
した。

��者の声

https://youtu.be/PZiCu5P1gGM?feature=shared
https://nursefornurse.org/akaihane23#survey
https://nursefornurse.org/akaihane23#survey
https://youtu.be/PZiCu5P1gGM?feature=shared
https://youtu.be/PZiCu5P1gGM?feature=shared
https://youtu.be/PZiCu5P1gGM?feature=shared
https://youtu.be/PZiCu5P1gGM?feature=shared


年間�告書 2022-2023（�2期）年間�告書 2023-2024（�3期）

Nurse for Nurseでは、�療的ケア児・重�����児等の⽣活の場を⾒�し理�を�めることを
⽬的とした「⾒�プログラム」を2023年2⽉に����利活動��みかんぐみ�と��しました
（2022年度中央共同募金�事業）。その�の��者のお⼀�であった並⽊知佳さんよりプログラム
���の活動についてご�告を頂きました。 

その他
2022年度⾒���者のその�の活動

プログラムに参加した時は、病院を退職したばかりでその後について具体的なことは決まってい
ない状況でした。翌⽉に特定⾏為研修在宅パッケージで同じクラスだった訪問看護ステーション
の管理者の⽅からお声掛けいただき、そちらの事業所で初めて⼩児を受け⼊れるお⼿伝いを４回
程度ですが⾏いました。さらにその後、現在所属している訪問看護ステーションの管理者の⽅か
らもお誘いをいただき、訪問看護に関わっていくことになりました。当事業所の管理者も特定⾏
為研修で同じクラスだったこともあり、⼩児の気管カニューレ交換や胃ろうカテーテル交換の特
定⾏為実践も⾏っています。クリスマスの時期はイベントにも参加しました。病院ではできな
い、訪問看護ならではの体験がたくさんできています。

訪問看護以外にも⼤学やクリニックなど複数の仕事を掛け持ちしていますので、当事業所での仕
事は⽉数回程度のこともあります。所属先の上⻑や全てのスタッフの理解があってこそできる働
き⽅ですが、周りの⼈に恵まれ楽しく働くことができています。

こちらのプログラムへの参加は、⼩児を専⾨分野にする前から興味のあった訪問看護の世界に踏
み込むきっかけとなりました。また、⾒学させていただいたお⼦さんやご家族から学んだこと
は、現在の実践に繋がっていると思います。このような機会を作ってくださったNurse�for
Nurse・みかんぐみの皆様、特殊な働き⽅に協⼒していただいている職場の皆様に感謝しなが
ら、今後も⼦どもと家族により良い看護の実践ができるようにしていきたいと思います。

フローレンス訪問看護たけのつか
⼩児救急看護認定看護師 並⽊知佳
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2022年度に��しました⾒�プログラムのミニ動�
が�成しました。プログラムには⾏政保�師、�問
看�ステーション�理者、⼩児�棟に��していた
看�師など�々な背�をもつ看��にご��いただ
きました。それぞれがご��を�問する��を是�
ご��ください。

2022年度⾒�プログラムのミニ動�

https://www.nursefornurse.org/post/012624
https://youtu.be/b8yupIVLlDk?feature=shared
https://youtu.be/b8yupIVLlDk


��財団��テルモ⽣�科���財団2023
年度�療貢�活動助成採択（国内貢�）
Nurse for Nurseでは��財団��テルモ⽣�科���財団2023年度�療貢�活動助成（国内
貢�）に採択され、2025年3⽉まで「��・看��への看�⼩�模���型�宅��での看�り
��」と題した助成事業を��しています。

12年間�告書 2023-2024（�3期）

2024年8⽉3⽇�NfNでは柴⽥三奈��（株式
��ラピオン代����）にお��になり、
看�⼩�模���型�宅��ラピオンナーシ
ングホーム（東�都⽇野�）にて⾒�プログ
ラムを��しました。

⾒�プログラムでは地域における看��の�
�、そこでの看�や看�りの��について柴
⽥�にお�いただき、現場を⾒�をしていた
だきました。

2024年8⽉31⽇�「看��」⾒�プログラムの
��者�告�をオンラインにて開�いたしま
した。柴⽥�にもご��いただき、当⽇の�
びをさらに�める時間となりました。

��者からは、柴⽥�の�い想いに�れられ
たこと、⼩�模���との��の�い、「点」
でのサービスが「�」でつながりシームレス
な�援が�現できていること、��種��の
⼤切さなどが�告されました。

柴⽥�からは看��は「��よりも��が�しい」というお�から、��スタッフがやりがい
をもって働ける��づくりやスタッフと⽇�からコミュニケーションをとりながらキャリア�
援をしていること等をご��いただきました。

�プログラムの��者は�国各地からお�まりいただき、キャリアの背�も�々ですが、⾒�
プログラム当⽇は和気あいあいとした雰囲気で�しく�ごし、さらにお�いに良い刺�を受け
る貴重な��となりました。�療や��が必�な�の在宅での�ごし�のひとつの形として、
看��の��を�めた現場を肌で�じて頂けたことが伺えました。

2024年12⽉14⽇（⼟）にはウェビナーを開�い
たします。在宅看�りを��されている看��
とそのキャリア、当事者ご��のお�を�し
て、在宅での看�り、看��での⽣活や�期に
ついて��と⼀�に�えるひと時にしたいと思
います。

「ほぼ⾃宅、ときどき�2のお�」

看��での⽣活、�期看��での⽣活、�期
�問（看�・��）・�い・泊り�て��可�な  

           について�えてみませんか�

オンライン開�

1212
15:00-17:0015:00-17:00

（⼟）20242024年年 月月 日日1414

＜事業について＞　 ＜ウェビナーお申込み＞

https://www.nursefornurse.org/akaihane
https://www.nursefornurse.org/akaihane
https://www.terumozaidan.or.jp/
https://www.nursefornurse.org/terumo23
https://www.nursefornurse.org/terumo23
https://www.nursefornurse.org/terumo23#webinar
https://www.nursefornurse.org/terumo23
https://forms.gle/af1jtQmvyDbR3dWk9


*NfNのセミナーおよびイベントのアーカイブ動�は
�員サイトにてご�いただけます。

�流�
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NfNでは�員同⼠が�流できる場として「�流�」を�けています。

セミナー
NfNではまさに「Nurse for Nurse」の�の�り、看��のための看��によるセミナーを��
しています。コンセプトは�員である看��の�を�師としてお招きし、他の看��のキャリア
開発において有�と�えられる内�をお�けしています。

2023年12⽉5⽇�NfNでは��貴��さん（パラマ
ウントベッド株式��）をお招きして�3回NfNセ
ミナー「��における���落予�に�する知⾒の
�授〜��、在宅にも活かせるヒント〜」を開�し
ました。

�セミナーでは、��さんのこれまでのキャリアの
ご��に�まり、���落予�のノウハウをハード
⾯およびソフト⾯からお�いただきました。

���落の�くはベッドサイドで発⽣しており、�
�的��や�理的��、個�的��などが��に重
なりあって�きています。アセスメントに基づいた
�々な�策を�ることで、未��⽌、�前�⽌、�
�軽減につながるという⽰�をいただきました。

2023年9⽉30⽇��2回NfN�流�では、⽶
国でファミリーナースプラクティショナー
（FNP）としてご活�中の�員、��川さ
んに�題提供していただき開�しました。
��川さんは⽇�の⼤���での��を�
て�⽶されましたが、FNPとして働き�め
てから現在に�るまで、��な�が立ちは
だかることが度々ありました。その時でき
ることを模索しながらご⾃�で�を拓いて
きた��川さんのキャリアのお�に⼤�刺
�を受けました。

FNPという働き�は、⽇�ではなかなか�
体的なイメージを持ちにくいですが、�療
の�体的な��をお�きしたりすることが
できたのも⼤��味�かったです。

また、カリフォルニア州では2023年にNPの
クリニック内での独立�療��が���可
�になったこともあり、��川さんの��
の��にもワクワクしました。

年間�告書 2023-2024（�3期）

https://www.nursefornurse.org/post/121323
https://www.nursefornurse.org/post/121323
https://www.nursefornurse.org/post/100523


来期に向けて
し、より「暮らし」の��に�⽬していただき
ながら、ご��される看��のニーズにそった
プログラムにしてお�けする予�です。

メヂカルフレンド��と�り�ませていただい
た「看�のリーダーシップ」��は2024年12⽉
に�了しますが、�たな��として「シニアっ
て�しい�〜�年���のキャリア」も��し
ております。超����を�えるなか、活き活
きと活�される看��の��のキャリアをご�
�できれば�いです。

NfNの掲げる⽬標は看��のキャリア開発�援
を�して���題�決です。来期も��のお⼒
�えをいただきながら、いただいた��⼀つひ
とつを⼤切に事業に��して�りたいと思いま
す。

来期もご指�ご鞭�のほど何�よろしくお願い
申し上げます。

Nurse for Nurseは看��同⼠がつながり、キ
ャリア開発において助け�うことをミッション
として活動しております。

�3期は�々な事業をはじめ、�流�やMeet
Upなどの��を�して�くの看��の�々とつ
ながることができました。また、NfNの活動に
ご賛同いただき、�たに�員��してくださっ
た�々にも�より��申し上げます。

来期は、�期に�き�き��での発�（⽇�在
宅看����14回����）や看��⽣への�
義も予�しています。

また、2023年度に�き�き、������利活
動��みかんぐみ�より業���いただいた中
央共同募金�事業も��いたします。これまで
の事業を発�させた形として、�療的ケア児・
重�����児とそのご��、看��および看
��⽣の�流イベントをリアルで開�いたしま
す。そして、2022年に��しました⾒�プログ
ラムを「暮らし」⾒�プログラムと���更
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Meet Up
NfNではConnect and Discoverをコンセ
プトに、看��同⼠がつながれる場を�流�
として�期的に提供しており、2024年4⽉に
は�2回Meet Up in 東�を開�しました。

�題提供者の看�師Sさんからは「これまで
と�薬�業でのキャリアについて」と題した
ご発�をしていただきました。20代、30
代、40代と��を�り�しながらどのように
キャリアを積まれてこられたかのお�は、⼤
�刺�的で��者の��も�き�っておられ
ました。

当⽇は�くの看��、そしてお��に�から
お�まりいただき、お��で⼤��やかな�
となりました。

年間�告書 2023-2024（�3期）

https://www.nursefornurse.org/post/042324
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